
　１１月２０日、県内の社会福祉関係者が一堂に会し、社会
福祉の発展に功績等あった方々に感謝と敬意を表し、社会
福祉の一層の充実を図ることを目的とした群馬県社会福
祉大会が昌賢学園まえばしホールにて開催され、福祉ボラ
ンティア顕彰学校の部において、積極的に福祉教育を実施
し、長年にわたり地域に根ざした福祉活動を行っている榛
東村中学校区３校（榛東中学校、北小学校、南小学校）が受
賞されました。

　南北小学校及び中学校では、様々な講師をお呼びし、講話や
体験、交流を通して福祉について理解関心を深め、自分たちに
できること、共に生きることについて考える福祉教育を実施し
ています。

　また、３校を代表して北小学校の児童たち
が活動状況発表を行いました。敬老はがき励
まし事業や昔遊び、盲導犬ふれあい教室や手
話教室等について、一人ひとりが堂々たる姿
でとても素晴らしい発表でした。
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　お手玉やけん玉など6種類の懐かしい遊
びが用意され、長寿会員、シルバー人材セン
ター会員、民生児童委員の方々に協力いた
だき、遊び方やコツを教えていただきました。
　最後に子ども達から迫力ある合唱と手作
りのプレゼントが手渡されました。
　ご協力いただいた方からも「懐かしい時間
で童心に返るよ」「とても大事な時間だよね」
と感想をいただきました。

　１２月１５日、北小学校において一年生の
子ども達が地域のおじいちゃんおばあちゃん
に昔遊びを教えてもらい、昔遊びに親しむと
ともに、地域の方々とかかわりを深めること
を目的とした生活科の授業を実施しました。

昔遊び～北小学校～昔遊び～北小学校～

　自己紹介から始まり、オープニングには
「ほっこりん」会員によるピアノ演奏でクリス
マスソングを合唱し、その後利用者の方によ
るハーモニカ演奏でクリスマスの雰囲気が
増し、その他、ママボランティアの手作り脳ト
レクイズで盛り上がりました。

　今年も最後の締めくくりとして利用者同
士の交流を深めることを目的に１２月２０日
「クリスマス会」を開催しました。
　普段から利用されている方や子育て中の
ママさんや下校した小学生も参加し３５名が
集まりました。

コミュニティサロン「ハナミズキ」コミュニティサロン「ハナミズキ」

クリスマス会
～誰もが自由に～～誰もが自由に～

　コミュニティサロン事業は、地域福祉活動計画（平成
２４年１０月制定）に基づき、誰もが自由に気軽に参加
し、地域社会の中で安心安全にいきいきと過ごせるこ
とを目的に住民が主体的、自主的に取り組む活動の拠
点としています。


